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泊祭り

を
12
時
に
ス
タ
ー
ト
。
泊
中
学
校
吹

奏
楽
部
が
先
導
し
、
神
楽
、
神
輿
、

山
車
、
流
し
踊
り
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
な
ど
が
続
い
た
。

　

沿
道
で
パ
レ
ー
ド
を
見

て
い
た
高
梨
栄
子
さ
ん

は
「
息
子
が
ま
と
い
振
り

に
出
て
い
る
。
ふ
だ
ん
見

せ
な
い
生
き
生
き
し
た
表

情
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
」、

間
千
春
さ
ん
は
「
来
年
は

仕
掛
け
の
あ
る
山
車
も
見

て
み
た
い
」
と
笑
顔
。

　

野
田
泰
夫
泊
町
内
会
長
は
「
天
気

に
恵
ま
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
参
加

が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。
泊
以
外

か
ら
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

　

７
月
12
日
、
八
戸
市
長
根
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
六
ヶ
所
高
ナ
イ
ン
が
喜
び

を
爆
発
さ
せ
た
。

　

甲
子
園
県
予
選
１
回
戦
、
対
板
柳

高
。
六
ヶ
所
高
は
初
回
に
い
き
な
り

３
点
を
挙
げ
る
。
打
線
の
勢
い
は
止

ま
ら
ず
３
回
で
も
２
点
を
追
加
。
さ

ら
に
４
回
４
点
、５
回
１
点
を
挙
げ
、

板
柳
高
を
10
―
０
で
５
回
コ
ー
ル
ド

で
下
し
た
の
だ
。

　

４
年
ぶ
り
の
初
戦
勝
利
。
悲
願
の

勝
利
に
選
手
た
ち
は
抱
き
合
い
、
満

面
の
笑
顔
で
勝
利
を
喜
び
合
っ
た
。

　

迎
え
た
13
日
、
対
工
大
一
高
戦
。

　

６
月
の
練
習
試
合
で
は
２
―
22
と

大
敗
し
た
相
手
。
し
か
も
春
の
選
抜

の
優
勝
チ
ー
ム
だ
。
胸
を
借
り
る
つ

も
り
で
臨
ん
だ
試
合
だ
っ
た
。

　

先
制
は
六
ヶ
所
だ
っ
た
。
３
回
表

１
ア
ウ
ト
満
塁
で
つ
か
ん
だ
チ
ャ
ン

ス
。
宮
古
、
葛
巻
の
ヒ
ッ
ト
で
一
挙

３
点
を
挙
げ
る
。
５
回
裏
、
工
大
一

に
３
点
を
許
し
同
点
に
な
る
も
６
回

で
相
内
（
大
）
が
さ
ら
に
１
点
を
追

加
し
た
。
試
合
は
４
―
３
と
六
ヶ
所

が
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
と
思
わ
れ
た

が
、
９
回
裏
、
工
大
一
に
サ
ヨ
ナ
ラ

負
け
を
期
し
た
。

　

あ
と
も
う
少
し
―
。

　

手
に
届
く
は
ず
の
勝
利
を
逃
し
ナ

イ
ン
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
泣
き
崩
れ
た
。

　

２
日
後
、
３
年
生
選
手
た
ち
は
「
楽

し
い
試
合
だ
っ
た
」
と
さ
わ
や
か
に
試

合
を
振
り
返
っ
た
。

全校一丸でつかんだ一勝
雑草軍団が見せた「がむしゃら野球」

　

５
人
は
「
お
世
話
に
な
っ
た
人
た

ち
に
自
分
た
ち
の
頑
張
り
で
感
謝
を

伝
え
ら
れ
た
」（
葛
巻
）、「
大
好
き
な

野
球
を
み
ん
な
で
楽
し
く
で
き
た
」

（
渡
辺
）、「
何
年
も
応
援
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
た
」（
松

橋
）、「
少
人
数
で
も
六
ヶ
所
高
は
や

れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ

た
」（
逢
坂
）、「
み
ん
な
の
応
援
が
力

に
な
っ
た
」（
宮
古
）
と
そ
れ
ぞ
れ
充

実
し
た
顔
を
見
せ
た
。

　

全
校
生
徒
の
応
援
も
大
き
な
力
と

な
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
最
後
ま
で
選

手
を
励
ま
し
惜
し
み
な
い
声
援
を
お

く
っ
た
。
全
校
が
一
丸
と
な
り
つ
か

ん
だ
大
会
で
の
一
勝
で
も
あ
っ
た
。

　

24
日
、
工
大
一
は
光
星
学
院
高
を

下
し
、甲
子
園
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

工
大
一
と
い
う
強
豪
を
相
手
に
堂
々

と
戦
っ
た
六
ヶ
所
高
野
球
部
。
雑
草

魂
を
こ
れ
か
ら
も
見
せ
て
欲
し
い
。

Pick Up Topics●六ヶ所高野球部の暑い夏

　

泊
地
区
伝
統
の
祭
り「
泊
例
大
祭
」

が
７
月
18
日
か
ら
20
日
の
３
日
間
、

泊
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

18
日
と
20
日
は
そ
れ
ぞ
れ
、
諏
訪

神
社
と
貴
宝
山
神
社
か
ら
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
19
日
に

は
焼
山
港
第
２
魚
市
場
特
設

会
場
で
「
２
０
１
０
と
ま
り

港
ま
つ
り
」
が
開
催
。
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

港
ま
つ
り
で
は
大
漁
祈
願

祭
が
行
わ
れ
、
漁
業
関
係
者

が
玉
ぐ
し
を
捧
げ
、
大
漁
と

海
上
安
全
を
祈
っ
た
。

　

夜
は
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ

る
水
中
花
火
や
大
玉
の
花
火
の
数
々

に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

20
日
の
パ
レ
―
ド
は
貴
宝
山
神
社

泊
例
大
祭

大
漁
・
海
上
安
全
を
祈
願

伝統のまつり、 泊例大祭● Pick Up Topics

背番号
①渡辺一成　　3年（千歳中）
②葛巻　陽　　3年（三沢三中）
③橋本慎也　　2年（六ヶ所二中）
④目代高太郎　2年（泊中）
⑤相内良成　　2年（六ヶ所二中）
⑥逢坂哲生　　3年（泊中）
⑦相内大毅　　1年（千歳中）
⑧宮古雄一　　3年（三沢三中）
⑨松橋　昂　　3年（千歳中）
⑩松橋知葵　　2年（千歳中）
⑪三田大樹　　2年（三沢三中）
⑫山田将暢　　1年（泊中）
⑬木村悠汰　　1年（千歳中）
⑭及川静也　　1年（泊中）
⑮相内直也　　1年（千歳中）
⑯松尾敬之　　1年（千歳中）
⑰中村一輝　　2年（泊中）
⑱橘　秀勝　　1年（泊中）
⑲小泉　遼　　1年（千歳中）
⑳高村勇太　　1年（六ヶ所二中）
㉑吉田潤也　　1年（泊中）
㉒森本祐輝　　1年（三沢三中）
マネージャー　
太田奈々代　　1年（千歳中）
部長　柴田裕介
監督　飛内伸哉

「雑草軍団」
六ヶ所高校野球部

大漁旗をなびかせ、海上
へお札納めに向かう漁船
（とまり港まつり）

対工大一戦後、泣き崩れる
選手たちに「よくやった」
と声をかける飛内監督

（上）初戦突破―。圧倒的な勝
利を見せた選手に拍手を送る生
徒たち
（右）力投を見せた主戦・渡辺

１_貴宝山神社の境内でよさこいソーラン
を披露　２_お稚児さん。貴宝山神社のお
稚児さんは男の子が多い　3_ 中学校の生徒
たちは力強くまとい振りを披露　4_ 流し踊
り。今年は祭のうちわで華やかさを演出し
た

１

2

3

4

学年　　出身校
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村の湖沼別表面積、深さ

湖沼名 表面積 平均深度 最大深度
小川原湖全体

　　　　うち小川原湖

　　　　うち内沼

　　　　うち姉沼

65.58㎢

63.20㎢

0.85㎢

1.53㎢

11.0m 25m

尾駮沼 3.32㎢ 2.12m 4.7m
鷹架沼 5.42㎢ 2.69m 7.0m
市柳沼 1.75㎢ 1.49m 3.6m
田面木沼 1.69㎢ 3.80m 8.0m

特
集 

水
難
を
防
げ

六ヶ所の海岸では離岸流に注意

離岸流
2㍍ /s

離岸流
2㍍ /s

10~30㍍ 10~30㍍

砕波

並岸流

〈発生しやすい海岸〉
①海岸が太平洋や日本海などの外洋に面しているところ
②遠浅で、海岸線が長いところ
③波が海岸に対して直角に入る海岸
上記のようなテトラポットのある場所以外でも、離岸流が起き
ている。もし、離岸流に巻き込まれたら①落ち着いて、②岸と
平行に泳ぐ、③岸に向かって泳いで　脱出しよう（詳細は八戸
海上保安部ホームページ http://www.kaiho.mlit.go.jp/02kanku/
hachinohe/　マリンレジャー情報参照）

Chapter 1

水
の
怖
さ

潮の流れが早いといわれる六ヶ所の海。尾駮や新納屋の
海岸などでは下記のような離岸流に巻き込まれ沖へ流さ
れるケースも。落ち着いて対処することが必要だ。

Voice

❶

Hirano keizo
Takiyama Yutaka

参考：六ヶ所村史

　

六
ヶ
所
村
は
南
北
約
33
㌖
、

東
西
約
14
㌖
の
広
大
な
面
積
を

誇
り
、
尾
駮
沼
、
鷹
架
沼
、
市

柳
沼
、
田
面
木
沼
、
内
沼
の
５

つ
の
沼
を
擁
し
て
い
る
。
東
は

太
平
洋
、
南
西
は
小
川
原
湖
に

面
し
、
水
の
景
色
が
美
し
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
表
情

を
見
せ
る
海
や
湖
沼
。
村
内
外

の
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
釣

り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
潮
干
狩
り

な
ど
、
水
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　　

楽
し
い
は
ず
の
レ
ジ
ャ
ー
。

し
か
し
、
時
と
し
て
痛
ま
し
い

事
故
が
起
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

警
察
庁
生
活
安
全
局
地
域
課

の
概
況
に
よ
る
と
、
平
成
21
年

中
の
青
森
県
内
の
水
難
事
故
発

生
件
数
は
27
件
。
事
故
に
遭
っ

た
人
の
総
数
は
29
人
で
、
う
ち

無
事
救
出
さ
れ
た
の
は
約
半
数

の
14
人
。
３
人
が
負
傷
、
12
人

が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

村
内
で
は
昨
年
、
水
難
事
故

が
３
件
、
18
年
に
は
最
多
で
８

件
発
生
し
た
。
釣
り
人
が
防

波
堤
か
ら
転
落
す
る
、
サ
ー

フ
ァ
ー
が
沖
へ
流
さ
れ
る
な

ど
、
い
ず
れ
も
尾
駮
か
ら
鷹
架

の
一
帯
に
事
故
が
集
中
し
て
い

る
。

海上保安庁
八戸海上保安部　
平野恵三  交通課長（右）

滝山　豊  交通課安全係長（左）

六
ヶ
所
沖
は
霧
が
多
い
場
所
。

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
へ
。

青森県の太平洋沿岸は霧が多く発生するところで、六ヶ所沖は特に霧が深い場所。霧による
漁船や水上バイクの衝突事故の危険性が高くなります。
今年の５月、岩手県洋野町の一人乗りの漁船が、八戸市の海岸のテトラポットの近くで座礁
したという事案がありました。本人は洋野の南にある久慈市へ向かっていたつもりだったよ
うですが、霧による視界不良に加え、バッテリーの上に置いたコンパスは狂い、方向が全く
わからなくなったようです。
沖合いに出るときは、携帯電話や何らかの連絡手段を確保してください。沿岸を離れると携
帯電話が通じなくなる場所もありますので、事前に電波状況を確認することも必要です。
もし、海上で事故があったら 118 番に通報を。携帯電話から通報すると GPS 機能付きなら
ピンポイントで、付いていなくてもほぼ通報された位置が確認できます。特に冬場は水温が
低く、海中では体温が奪われ危険な状態になりますので、携帯や無線を身に付け迅速に通報
できるようにしてください。

　

こ
こ
10
年
の
水
難
事
故
原
因

は
、
圧
倒
的
に
釣
り
客
の
海
中

転
落
が
多
い
。
次
い
で
車
の
転

落
、サ
ー
フ
ィ
ン
・
遊
泳
と
続
く
。

　

六
ヶ
所
沖
は
ア
イ
ナ
メ
や
ヒ

ラ
メ
、
ヤ
リ
イ
カ
な
ど
が
釣
れ

る
、
一
年
を
通
し
て
釣
り
人
に

人
気
の
場
所
だ
。
雑
誌
や
新
聞

な
ど
で
釣
り
人
の
釣
果
が
紹
介

さ
れ
た
り
と
、注
目
度
も
高
い
。

　

村
内
で
は
、
尾
駮
漁
港
や
む

つ
小
川
原
港
に
釣
り
客
が
多

く
、
昼
夜
の
別
な
く
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　

事
故
は
、
ヤ
マ
セ
（
海
か
ら

の
北
東
風
）
が
吹
く
波
が
高
い

日
、
そ
し
て
尾
駮
漁
港
で
起
き

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　

野
辺
地
警
察
署
の
成
田
秀
人

地
域
課
長
は
尾
駮
漁
港
の
危
険

性
を
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
尾
駮
漁
港
以
外
の
場
所
は

あ
る
程
度
波
が
来
て
も
逃
げ
ら

れ
る
。
尾
駮
漁
港
の
防
波
堤
の

長
さ
は
８
０
０
㍍
も
あ
る
の

で
、
波
を
受
け
る
と
逃
げ
ら
れ

ず
海
に
落
ち
て
し
ま
う
。
防
波

堤
横
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
動
い

て
し
ま
う
ほ
ど
の
高
波
の
日
も

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
」。

　

尾
駮
漁
港
の
防
波
堤
は
以
前

か
ら
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と
し

て
注
意
が
促
さ
れ
て
き
た
が
、

釣
り
客
の
侵
入
と
事
故
が
無
く

な
ら
な
い
。野
辺
地
警
察
署
は
、

立
ち
入
っ
た
人
に
対
し
て
は
検

挙
す
る
と
い
う
苦
肉
の
防
止
策

を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

水
の
事
故

六
ヶ
所
村
で
は

わたしはコートを脱ぎすてて、水の中に飛び込みました。
テレビで見るように頭を小わきに抱えて助けようとしましたが、

頭が小さすぎて水に沈んでしまう。
水もものすごく冷たく、急激に体力が落ちてどうしても息が続きません。

引き上げてくれた人が心臓マッサージを施していましたが、
わたしが代わって人工呼吸とマッサージをしました。

転落からここまで３分程度でした。
そのときの息子は、顔の半分がどす黒くて息もなく、

心臓の鼓動も聞こえませんでした―

（ある父の手記―　命を守る着衣泳 / 新潟日報事業社刊　から抜粋）

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
湖
沼
を
擁
し
、
海
に
面
す
る
村
は
、

釣
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
潮
干
狩
り
に
人
気
の
場
所
。

し
か
し
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
は
ず
の
場
所
は
、

時
と
し
て
痛
ま
し
い
事
故
現
場
と
も
な
り
う
る
。

　

一
方
、
冬
場
の
小
川
原
湖
や

内
沼
で
の
わ
か
さ
ぎ
釣
り
の
事

故
も
起
き
て
い
る
。
暖
冬
の
影
響

で
氷
が
厚
く
張
る
時
期
で
も
、
近

年
は
氷
が
薄
く
足
を
踏
み
入
れ

落
ち
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

　

海
、
湖
沼
と
も
、
気
象
の
変

化
を
読
め
ず
、「
せ
っ
か
く
遠
く

か
ら
来
た
か
ら
」、「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
い
う
過
信
が
事
故
の
最
大

の
要
因
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
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警察
110 番

六ヶ所消防署
119 番

救命救急士、潜水士など

漁船でも釣りでも、圧倒的にベテランが起こす事故
が多い。
初心者は用意周到だし装備もちゃんとしている。ベ
テランは波が少し高くても「このぐらいなら大丈夫」
と過信してしまう。特に、ここはヤマセ（海からの
風）が強く、波が高い場所。
捜索の召集がかかれば、わたしたちは自分の仕事を
投げうってまで、現場に集まり捜索にあたる。すぐ
に見つからない場合、捜索は３日にも４日にもなる。
それでも助からない場合はやりきれなさが残る。
もし、事故が起きたら自分たちでどうにかしようと
思わずすぐ通報して欲しい。人命救助がわたしたち
の使命。生存という前提があってこそ、わたしたち
の活動に意義がある。死んでからは何にもならない。

北部上北広域事務組合
消防本部水難救助隊

上野多輝男副隊長

生
存
の
可
能
性
わ
ず
か
で
も
あ
き
ら
め
な
い
。

六ヶ所村消防団　髙橋 義経副団長

通報は迅速に。生きているうちに助けたい

野辺地警察署
成田秀人地域課長

釣り人の転落事故が相次いでいる尾駮漁港は立ち入り禁止区
域。事故が起きてもなお、立ち入る釣り客がいます。今年の
１月から、その禁止区域に立ち入っている人は軽犯罪法違反
で検挙することになりました。６月には１人検挙しています。
自分だけは大丈夫という感覚。釣りを楽しみたい、遊びたい
という気持ちがあるでしょう。でも、わたしたちは命を守る
のが仕事。もし、立ち入り禁止区域に入っている人を見かけ
たら通報して欲しいと思います。

水難事故は、水中に転落してから何分か
の対応が生死を分けます。水中に沈んで
しまったら、ほとんどは生存している状
態で助けることは難しい。助かるために
は、水面に浮いていることが絶対条件。
やはりライフジャケットの着用が最低で
も必要です。
事故の状況を見て生存の可能性がわずか
でも、救出はあきらめません。
また数日にわたる捜索になっても、でき
るだけ早い発見・救助を目標に捜索活動
にあたっています。

釣りの楽しみを奪いたくない。
でも、命を守らなければならない。

Chapter 2

事
故
、
そ
の
と
き

Voice

❷
Narita Hideto

Voice

❸
 Takahashi Yoshitsune

Voice

❹
Ueno Takio 水難事故捜索連絡系統図

現在は立ち入り禁止となっている尾駮漁港
釣り人の命を守るための苦肉の策だ

　

昨
年
の
秋
、事
故
は
起
き
た
。

　

自
宅
を
一
人
で
出
発
し
、
尾

駮
漁
港
で
釣
り
を
し
て
い
た
男

性
は
夜
中
に
、
沖
方
向
か
ら
の

大
波
に
の
ま
れ
、海
中
に
転
落
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
。　

　

付
近
に
い
た
釣
り
人
が
、
男

性
が
い
な
い
こ
と
、
車
両
が
放

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
転
落

し
た
も
の
と
判
断
、
１
１
０
番

通
報
し
た
。

　

通
報
後
、
野
辺
地
警
察
署
や

海
上
保
安
部
、六
ヶ
所
消
防
署
、

六
ヶ
所
村
消
防
団
が
現
場
に
集

合
、
捜
索
本
部
を
立
ち
上
げ
、

転
落
し
た
と
思
わ
れ
る
場
所
の

捜
索
を
す
ぐ
に
始
め
た
。
通
報

は
真
夜
中
だ
っ
た
た
め
、
捜
索

の
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
潜

水
士
（
ダ
イ
バ
ー
）
で
の
海
中

捜
索
は
夜
明
け
に
開
始
す
る
と

決
定
し
た
。

　

冬
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
冷
え

込
み
の
強
い
中
、
捜
索
は
そ
の

後
７
日
間
も
続
い
た
。
空
か
ら

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
海
中
で
は

ダ
イ
バ
ー
が
、
そ
し
て
地
元
漁

協
は
漁
船
を
出
し
、
関
係
者
総

出
で
捜
索
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
懸
命
の
捜
索
に
も

関
わ
ら
ず
、
発
見
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

万
が
一
事
故
が
起
き
て
も
▼

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
▼

家
族
に
帰
る
時
間
を
知
ら
せ
る

▼
複
数
の
仲
間
と
行
動
す
る
―

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

こ
の
事
故
の
場
合
、
一
人
で

出
か
け
た
も
の
の
、
近
く
の
釣

り
客
が
異
常
を
確
認
し
た
た
め

通
報
は
早
か
っ
た
。
し
か
し
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
た
か
は
不
明
だ
っ
た
。

　
「
最
悪
の
場
合
で
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
い
れ
ば
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、

波
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
う
と
気
力

も
衰
え
、
体
温
も
奪
わ
れ
て
亡

く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
無
理

に
泳
が
ず
体
力
を
温
存
し
、
救

助
を
待
つ
こ
と
が
最
善
の
方
法

で
す
」
と
八
戸
海
上
保
安
部
の

平
野
交
通
課
長
は
話
す
。

　

た
と
え
１
℃
で
も
水
温
が
低

い
と
、
体
温
が
そ
の
分
奪
わ
れ

る
。
命
を
保
つ
た
め
に
は
、
一

刻
も
早
く
水
中
か
ら
脱
出
す
る

こ
と
が
先
決
。
自
力
で
の
脱
出

が
困
難
な
場
合
、
携
帯
を
身
に

つ
け
て
い
れ
ば
、
自
分
で
通
報

が
可
能
。
し
か
し
、
多
く
の
場

合
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
事
故

に
居
合
わ
せ
た
発
見
者
（
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
）
の
役
割
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。

　

も
し
、
溺
れ
た
人
、
転
落
し

た
人
を
発
見
し
た
ら
―　

ま
ず

は
通
報
だ
。１
１
０
番（
警
察
）、

ま
さ
か
、こ
ん
な
と
こ
ろ
で
―
誰
も
が
目
を
疑
う
瞬
間
。

も
し
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

わ
た
し
た
ち
は
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
。

一
つ
の
事
故
を
通
し
て
、
対
応
を
考
え
る
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
有
効
性

救
助
の
鍵
握
る

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

１
１
９
番
（
救
急
）、
１
１
８

番
（
海
上
保
安
庁
）
の
い
ず
れ

か
に
通
報
す
る
と
、
即
座
に
連

携
を
と
り
救
助
に
向
か
う
態
勢

が
と
ら
れ
る
。

　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
は
、
周
囲

に
人
が
い
る
と
き
は
大
声
で
人

を
呼
び
、
通
報
や
救
助
を
手
分

け
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　

水
難
事
故
で
は
よ
く
、
救
助

し
よ
う
と
し
て
飛
び
込
み
巻
き

添
え
に
な
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に

多
い
。
自
分
は
泳
げ
る
と
過
信

し
て
飛
び
込
み
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
溺
者
と
一
緒
に
沈
ん
で

し
ま
う
。

　

専
門
の
訓
練
を
受
け
た
人
で

な
い
と
溺
者
の
救
助
は
困
難
と

い
う
。
北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
水
難
救
助
隊
の
上

野
副
隊
長
は
「
釣
り
な
ら
釣
竿

を
の
べ
た
り
、
ふ
た
を
閉
め
た

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
浮
力
に

な
る
も
の
を
投
げ
込
ん
で
抱
か

せ
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
助

け
よ
う
と
し
て
飛
び
込
む
こ
と

は
絶
対
危
険
」と
力
を
込
め
る
。

　

巻
き
添
え
に
よ
る
二
次
災
害

は
絶
対
に
避
け
る
。
ま
ず
は
迅

速
な
通
報
を
。

110、118、119 番で水難事故の通報を受けると、下
図のように連携がとられ捜索が迅速に行われる。

　捜索は主に野辺地警察署が現地本部を設置し、海上
保安部や六ヶ所消防署に出動要請をする。村は現場近
くの漁協、消防団、県防災航空隊に捜索を要請する。
　捜索関係期間は相互に速やかに連絡を取り合う体制
がしかれている。

海上保安部
118 番

六ヶ所村役場
原子力対策課

「六ヶ所村地域防災計画」参考

六ヶ所村内の
各漁協

六ヶ所村
消防団

青森県
防災航空隊

水難救助のプロフェッショナル「北部上北広域事務組
合消防本部水難救助隊」。本年度は救助用ゴムボート
が２艘配備される予定で、よりスムーズな活動が期待
される。救助隊は総重量約 40kg もの機材を身につけ
水中での捜索を行う。
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「
目
の
前
の
命
を
救
え
」

覚
え
て
お
き
た
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の

心
肺
蘇
生
法

①反応を確認

耳元で「大丈夫ですか」など大声
で呼びかけながら、肩をたたくな
ど、反応の有無を見る。
●ポイント
呼びかけなどに対し目を開ける
か、なんらかの返答や目的のある
仕草がなければ、「反応なし」と
判断。

②助けを呼ぶ

反応がなければ、大きな声で「誰
か来て！」と助けを呼ぶ。協力者
が来たら 119 番通報や AED（自
動体外式除細動器）を要請する。
●ポイント
救助者が一人の場合や、協力者が
誰もいない場合には、次の手順に
移る前に、まず自分で 119 番通報
することを優先。

③気道の確保

傷病者ののどの奥を広げて空気を
肺に通しやすくする。片方の手を
額に当て、もう一方の手の人差し
指と中指の２本をあご先に当て
て、頭を後ろにのけぞらせ、あご
先をあげる。
●ポイント
指で下あごの柔らかい部分を強く
圧迫しないように。

④呼吸の確認

傷病者が正常な呼吸（普段どおり
の息）をしているかどうかを確認。
気道を確保した状態で、自分の顔
を傷病者の胸に向けながら、頬を
傷病者の口・鼻に近づける。10
秒以内で▼胸や腹部の上がり下が
りを見て▼息の音を聞いて▼頬で
息を感じる
●ポイント
胸や腹部の動きがないなどの場合
は「正常な呼吸なし」と判断。

⑤人工呼吸

正常な呼吸（普段どおりの息）が
なければ、口対口の人工呼吸によ
り息を吹き込む。
気道を確保したまま、頬に当てた
手の親指と人差し指で傷病者の鼻
をつまむ。
口を大きく開けて傷病者の口を覆
い、空気が漏れないように息を約
１秒吹き込む。傷病者の胸が持ち
あがるのを確認。
いったん口を離し、同じ要領でも
う一回吹き込む。

⑥胸骨圧迫

２回の人工呼吸が終わったら、あ
るいは省略することにしたら、た
だちに胸骨圧迫を開始し、全身に
血液を送る。
胸の真ん中を、重ねた両手で「強
く、速く、絶え間なく」圧迫する。
胸の真ん中に、片方の手を置き、
他方の手をその手の上に置く。手
の付け根に体重をかけ、傷病者の
胸が 4 ～ 5cm 沈むほど圧迫。１
分間に 100 回の早いテンポで 30
回連続して絶え間なく行う。

■水難事故では

水を大量に飲み込んでいる場合は
嘔吐することがある。
顔を横向きにし、布などで速やか
に口からかき出して、気道を確保
する。

Chapter 3

人
災
を
防
げ

Voice

❺
Ueno Syuji

上図は、平沼地区の津波ハザードマッ
プ。壁に張り、避難所などをチェッ
クするなど、いざというときに備え
たい
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１
１
９
番
通
報
か
ら
救
急

車
の
現
場
到
着
ま
で
の
国
内

の
平
均
時
間
は
約
６
分
間
。

標
準
的
に
は
事
故
発
生
か
ら

12
分
ほ
ど
で
救
急
・
救
助
活

動
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　

溺
者
の
状
態
に
よ
っ
て

は
、
１
分
１
秒
の
対
応
の
遅

れ
が
生
死
を
左
右
す
る
こ
と

が
あ
る
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て

い
る
場
合
は
速
や
か
に
心
肺

蘇
生
を
行
う
こ
と
が
必
要

だ
。

　
「
水
没
す
る
と
、
肺
に
水

が
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、
救

命
法
が
無
効
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
」
と
六
ヶ
所
消
防
署

の
髙
橋
俊
一
救
命
士
は
話

す
。水
難
事
故
で
の
救
命
は
、

行
う
救
命
医
療
―
の
こ
と
。

　

こ
の
う
ち
１
つ
で
も
欠
け

る
と
救
命
率
は
低
下
す
る
。

目
の
前
に
あ
る
命
は
、
①
②

を
担
う
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の

対
応
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

海
、
山
、
川
…
自
然
が
相

手
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
い
つ
自

分
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
事

故
が
起
き
る
と
も
限
ら
な

い
。
楽
し
さ
や
興
味
が
先
行

し
、
安
全
対
策
は
後
回
し
に

な
り
が
ち
だ
。

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は
自
己

溺
者
が
海
面
に
浮
い
て
い
る

こ
と
が
絶
対
条
件
。
溺
者
自

身
が
浮
い
て
い
る
間
に
速
や

か
に
通
報
し
、
何
ら
か
の
方

法
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
、
心
肺
蘇
生
な
ど

の
処
置
が
功
を
奏
す
る
。

　

万
が
一
溺
者
が
水
に
沈
ん

で
い
て
も
、
浮
い
て
呼
吸
を

し
て
い
た
時
間
が
長
く
、
水

に
沈
ん
で
い
た
時
間
が
短
け

れ
ば
救
命
の
可
能
性
は
あ
る

と
い
う
。
あ
き
ら
め
ず
に
心

肺
蘇
生
を
行
い
救
急
隊
の
到

着
を
待
つ
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
救
命
リ
レ
ー
の
最
前
線

を
担
う
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の

役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

　

救
命
リ
レ
ー
は
、
①
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
の
１
１
９
番
通

報
②
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
行

う
応
急
手
当
③
救
急
救
命
士

が
行
う
応
急
処
置
④
医
師
が

通
報
後
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
約
６
分
間
。

１
分
１
秒
の
対
応
の
遅
れ
は
、
生
死
を
左
右
し
か
ね
な
い
。

救
命
リ
レ
ー
を
担
う
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
し
て
、

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

六ヶ所消防署
救急救命士　
上野修二さん

怖
が
ら
ず
、
積
極
的
に
心
肺
蘇
生
を
。

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
初
期
対
応
が
カ
ギ
。

事故が起きたら、積極的にその人の
ために心肺蘇生を施してください。
通報を受けてからわたしたちは現場
に向かいます。その間の何分かの対
応が、生死を左右します。
水難ではありませんが、村内のある
施設ではバイスタンダーの心肺蘇生
が功を奏して息を吹き返した事例が
あります。助けたのは、消防署で
行っている救命の講習を受けた人で
した。
救命の知識だけがあっても、講習会
などで体験したことがないと、いざ
というときはためらってしまうも
の。しかし、救命に携わるときは、
いつどこであるかわかりません。
消防では、救命の講習会も開催して
いますので積極的に受講してくださ
い。心肺蘇生や AED（自動体外式
除細動器）の講習会の依頼にも対応
しています。

命
を
つ
な
ぐ

救
命
リ
レ
ー

水
か
ら
守
る

自
ら
を
守
る

責
任
の
も
と
で
楽
し
む
こ
と

が
基
本
。
事
故
に
対
す
る
備

え
は
自
分
で
で
き
る
最
大
の

事
故
防
止
策
で
あ
り
、
最
低

限
の
マ
ナ
ー
で
も
あ
る
。

　

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
備
え
を
万
全
に
す
る
。

　

も
し
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
ら
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
迅
速
に

通
報
や
対
応
を
行
う
。

　

そ
の
状
況
に
応
じ
た
危
機

管
理
や
危
機
意
識
を
持
つ
こ

と
が
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
対
応

遅
れ
と
い
う
人
災
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
も
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
考
え
て
欲

し
い
。

　

大
切
な
家
族
、
仲
間
を
水

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を

持
ち
、
自
ら
を
守
る
こ
と
が

必
要
だ
。

〈
参
考
：「
命
を
守
る
着
衣
泳
」

新
潟
日
報
事
業
社
、「
応
急
手
当

講
習
テ
キ
ス
ト
（
改
訂
３
版
）」

東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
〉

水の災害、津波。
　村は本年度、地震による津波被害の低減
のため、「津波ハザードマップ」を各世帯に
配布した。
　5 地区別に、津波の浸水域、浸水深が色別
で表示されているほか、避難所や津波に対
する心得など、万一の事態に備えての対応
が掲載されている。村ホームページ（http://
www.rokkasho.jp/kakukaHP/genshiryoku/
TsunamiHazardMAP/index.html）でも公表。
　9 月 26 日には、泊地区で津波避難訓練を
実施する。村は、子どもから高齢者まで幅
広い年代の参加を呼びかける予定だ。

問原子力対策課
℡ 0175（72）2111　内線 333

ライフジャケットの着用、携帯
電話もしくは何らかの連絡手段
を確保、そして家族には帰る時
間を知らせるメモを残すなど、
レジャーに出かけるときは最低
限のマナーを心がけたい

▶バイスタンダーとは
バイスタンダー (by Stander) とは救急
現場に居合わせた人（発見者、同伴者等）
のこと。
医療従事者など適切な処置ができる人
が到着するまで、救命のための応急手
当を行い、命を救う確率を上げる人員。
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六ヶ所トピックス

六ヶ所産の食材に親しんで
倉内・平沼小でそば・うどん試食会

　「六ヶ所産こだわり食品」試食会が 7 月 6 日、平沼小学校（鈴
木浩校長、児童数 56 人）と倉内小学校（木村文則校長、児童
数 36 人）で開かれました。
　児童たちに六ヶ所の食材に親しんでもらおうと、戸鎖手打ち
そば愛好会（木村盛雄会長）が「戸鎖そば」を、ろっかしょ村
おこし「和

なごみ

の工房」（貝塚恵子代表）が「めっぽ（ちがいそ：海藻）
うどん」をそれぞれ平沼小、倉内小の児童たちにふるまいまし
た。木村会長は「愛情を込めて打ったそば。おいしく食べて」
と笑顔。貝塚代表は「（試食会は）地産地消を広めるよい機会」
と話していました。めっぽうどんを食べた倉内小 4 年の相内
由香さんと橋本朝陽さんは「やわらかくておいしい」、橋本裕
里奈さんは「つるつるしてて食べやすい」と感想を述べました。めっぽうどんを食べる倉内小の児童たち

六ヶ所を国際教育のモデルに
中川文科副大臣が国際教育センター視察

　中川正春文部科学副大臣は 6 月 25 日、六ヶ所村を訪れ、国
際教育交流センターを視察しました。
　視察には古川健治村長や寺下和光企画・防災部門理事が対応、
秋戸文子館長が京都インターナショナルスクール（KIS）の教
室などセンター内を説明しました。
　中川副大臣は視察後、古川村長と対談。古川村長は、ITER
研究開発へのアジアからの研究者の参加について要望し、国際
教育センターの活用状況や KIS 生徒たちと村児童との交流につ
いて説明しました。中川副大臣は「六ヶ所が他の自治体の国際
教育のモデルになるよう取り組んでほしい」と期待を述べまし
た。中川副大臣はこの日、国際核融合エネルギー研究センター
や原子燃料サイクル施設などを視察しました。

官民一体の取り組みが奏功
交通死亡事故ゼロ 3,500 日達成

　六ヶ所村は 6 月 17 日、交通死亡事故ゼロ 3,500 日を達成し
ました。平成 12 年 11 月 16 日に発生した交通死亡事故以来、村
内で死亡事故がゼロ。県内村の部では風間浦村、佐井村に次いで
３番目の記録となりました。
　表彰式は 6 月 21 日に県警本部で行われ、寺島喜代次県警察本部
長から村交通安全対策協議会（古川健治会長）に感謝状が、寺島本
部長と間宮安子県交通安全母の会連合会長から村交通安全母の会連
合会（髙田美奈子会長）に表彰状が贈られました。7 月 1 日には大
丸順健野辺地警察署長から村交通安全協会（髙田孝徳会長）と村交
通指導隊（小綿吉男隊長）に感謝状が贈られました。記録達成は村
民の皆さんや関係者の交通安全に対する心がけや街頭活動のたまも
の。これからも死亡事故ゼロの記録を重ねていきましょう。（左から）寺島県警察本部長、戸田衛副村長、髙田村母の会連合

会長、間宮県母の会会長、工藤重春県警察交通部長

Rokkasho Topics

実験通し、科学に興味
発明クラブ員が東北大出前授業受講

　東北大学出前授業が 7 月 10 日、二又夢はぐ館で行われ、六ヶ
所村少年少女発明クラブ員 11 人が実験に挑戦しました。
　子どもたちに科学への興味・関心を持ってもらおうと開催さ
れている同授業。１回目の「固体」に続いて、２回目は「液体」
をテーマに授業が行われました。講師の藤原充啓同大大学院助
教が実験の前に、マイナス温度の限界（絶対零度：-237℃）な
どを説明。クラブ員たちは、ドライアイスを使って微炭酸のア
クエリアスを作ったり、-196℃の液体チッソを使って冷却効果
を体験しました。液体チッソに入れたバラが一瞬にして凍りつ
いたり、レモンに亀裂が入るさまにクラブ員は興味津々。新山
未来さん（泊小３年）は「バラを手で壊す実験がおもしろかっ
た」と目を輝かせていました。

泊の海、きれいにして
泊中学校生徒が磯清掃

　泊中学校（村中正人校長、生徒数 127 人）の全校生徒が 7
月 14 日、泊海岸の滝ノ尻付近約１㌖の磯清掃を行いました。
　この日は、生徒のほか保護者 11 人も協力。学年ごとに３つ
のエリアに分かれ、１時間にわたって約２トンのごみを拾い集
めました。ごみの中には空き缶やビンなどの生活ごみのほか、
冷蔵庫などの大型ごみも。３年の木村悠大くんは「ごみの中に
は漁業用のロープなども多い」、能登じゅんさんは「ごみを拾
う方は大変。泊の海はきれいにして欲しいので、ポイ捨てはし
ないで」と話していました。
　協力した保護者たちは「大人たちが捨てたごみを拾う生徒た
ちは大変。一人一人が気をつけて、ごみを減らす努力をして欲
しい」と話していました。

練習頑張って勝ちたい
六ヶ所卓球クの２人が全日本選手権出場

　全日本卓球選手権大会への出場を決めた六ヶ所卓球クラブの
瀬川吏玖くん（泊小２年）と高橋葵羽さん（同）が 7 月 13 日、
役場を訪れ、古川健治村長に大会出場を報告しました。
　瀬川くんは県予選：バンビ男子シングルスで２位、高橋さん
は同女子シングルスで３位。7 月 23 日～ 25 日に兵庫県神戸市
で開かれる同選手権への出場権を獲得しました。同大会は、小
学生以下個人戦の卓球大会では国内最大の大会。瀬川くんは「去
年１回戦で負けたので、今年は絶対に１回戦は勝ちたい」、高
橋さんは「今年初めての出場。練習を頑張って勝ちたい」と抱
負を述べました。古川村長は「大会では緊張しないで、普段の
練習の成果を十分に発揮し、ぜひ良い結果を残せるよう頑張っ
て」と２人を激励しました。 KIS 職員（右）と話す中川副大臣（右から２人目）

空き缶、びんなどのごみを拾い集める生徒たち

古川村長（中央）に出場報告した瀬川くん（左）と高橋さん（右）

液体チッソで冷やされたバラを砕くクラブ員
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無
添
加
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

や
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
が
人
気
の
「
工
房

プ
エ
ン
テ
」（
知
的
障
害
者
更
生
施

設
「
か
け
は
し
寮
」
内
）。

　

果
実
感
を
残
し
た
ほ
ど
よ
い
甘
さ

の
ジ
ャ
ム
の
ほ
か
、
ケ
ー
キ
や
ク
ッ

キ
ー
な
ど
の
焼
き
菓
子
や
デ
ザ
ー
ト

が
次
々
と
発
売
さ
れ
、
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。
能
登
さ
ん
は
、
そ
の
商
品

の
製
造
や
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ず
っ
と
調
理
師
と
し
て
や
っ
て

き
た
の
で
、
お
菓
子
作
り
は
素
人
な

ん
で
す
」
と
苦
笑
い
。

や
る
か
ら
に
は
こ
だ
わ
る
。
魅
力
あ
る
工
房
に
し
た
い

能登敬二 さ
ん

●のと・けいじ
六ヶ所村泊在住。
社会福祉法人松
緑福祉会かけはし
寮職員。息子の大
輔くんが所属する
三沢商業高校サッ
カー部父母の会会
長。自身も高校時
代サッカー部所属。
大輔くんへのサッ
カー指導に汗を流
すことも。

　

高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
調
理
師
と
し
て
勤
務
。
村
に

戻
っ
て
か
ら
は
ぼ
ん
て
ん
荘
、
か
け

は
し
寮
の
職
員
と
し
て
厨
房
を
ま
か

さ
れ
た
。
兼
務
と
し
て
プ
エ
ン
テ
に

関
わ
っ
て
４
年
。
今
年
の
４
月
か
ら

は
専
任
に
な
っ
た
。

　
「
慣
れ
な
い
お
菓
子
作
り
、
し
か

も
開
発
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
ま
で
と
違
う
仕
事
に
最
初
は
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
や
る
か
ら
に
は
こ
だ

わ
ら
な
い
と
。
商
品
に
は
妥
協
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
き
っ
ぱ
り
話
す
。

　

福
祉
色
を
出
さ
ず
、
い
い
も
の
を

作
り
た
い
―
。
寮
の
職
員
や
材
料
業

者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
な
が
ら
試

行
錯
誤
で
取
り
組
ん
だ
商
品
開
発
。

現
在
、
商
品
は
約
20
種
類
に
も
な
っ

た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
果
汁
１
０
０
％
の
ジ
ュ
ー
ス

も
発
売
。
そ
の
効
能
も
注
目
さ
れ
、

売
上
を
着
実
に
伸
ば
し
て
い
る
。

　

村
リ
ー
ブ
の
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
村

内
外
の
お
み
や
げ
店
や
道
の
駅
な
ど

で
販
売
。
ま
た
六
景
楽
市
の
認
定
商
品

と
し
て
全
国
か
ら
も
商
品
の
注
文
が

舞
い
込
ん
だ
り
と
、
休
日
返
上
で
対
応

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
と
い
う
。

　
「
１
グ
ラ
ム
単
位
で
の
計
量
や
季

節
の
温
度
に
合
わ
せ
た
温
度
管
理
、

包
装
ま
で
す
べ
て
手
作
業
な
の
で
、

手
間
が
も
の
す
ご
く
か
か
る
。
ス

タ
ッ
フ
（
施
設
利
用
者
）
の
力
が
な

い
と
お
い
し
い
商
品
が
つ
く
れ
ま
せ

ん
」。

　

工
房
プ
エ
ン
テ
は
10
月
か
ら
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
の
形
態
に
移
行
す

る
。
職
業
訓
練
と
し
て
の
工
房
は
今

後
、
働
く
場
と
し
て
賃
金
が
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
よ
り
経
営
的
な
視

点
が
必
要
に
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
力

は
も
ち
ろ
ん
必
要
不
可
欠
。
他
市
町

村
か
ら
も
プ
エ
ン
テ
で
働
い
て
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
房

に
し
た
い
」。

　

能
登
さ
ん
は
出
荷
前
の
商
品
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
話
す
。「
か
け

は
し
寮
に
は
作
業
班
や
生
活
班
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
。
で
も
、

プ
エ
ン
テ
の
ス
タ
ッ
フ
は
み
ん
な
希

望
し
て
こ
こ
に
来
て
い
る
ん
で
す
。

好
き
な
ん
で
す
ね
、
こ
の
仕
事
が
」。

PROFILE

「工房プエンテ」で、商品の製造や開発を担当
責任感とプロ意識が、信頼される商品を作り出す

作業員に指導する能登さん
（左）。作業員たちは「優し
く教えてくれる、楽しい人」
と話す

分かりやすい授業のために
全小・中学校に電子情報ボード導入

　
村
教
育
委
員
会
は
６
月
、

村
内
の
全
小･

中
学
校
全
学

級
に
電
子
情
報
ボ
ー
ド
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

電
子
情
報
ボ
ー
ド
は
、
昨

年
度
に
学
力
向
上
推
進
モ
デ

ル
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た
泊

小
・
泊
中
で
導
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

両
校
で
は
子
ど
も
の
学
習

意
欲
、
授
業
の
分
か
り
や
す

さ
、
効
率
よ
い
授
業
展
開
と

い
う
点
で
非
常
に
効
果
的
で

あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
導
入
に
あ
た
り
、

尾
駮
小
で
は
７
月
12
日
に
保

護
者
や
学
校
関
係
者
に
授
業

を
公
開
し
、
こ
の
機
器
を

使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
が

工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各

授
業
で
は
大
き
な
提
示
資

料
、
鮮
や
か
な
動
画
教
材
な

ど
が
ボ
ー
ド
上
に
展
開
さ
れ

る
た
び
、
子
ど
も
た
ち
の
目

は
ボ
ー
ド
に
釘
付
け
と
な
り

課
題
に
積
極
的
に
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。

  　
　
　
　

今
後
、
村
内
の

　
　
　
　

各
小
中
学
校
で
は
、

　
　
　
　

こ
の
機
器
を
用
い

　
　
　
　

て
脳
の
活
性
化
や

　
　
　
　

分
か
り
や
す
い
授

　
　
　
　

業
に
向
け
て
多
様

　
　
　
　

な
指
導
方
法
を
模

　
　
　
　

索
・
検
討
し
、
児

　
　
　
　

童
生
徒
の
学
力
向

　
　
　
　

上
に
全
力
で
取
り

　
　
　
　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

六
ヶ
所
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
の
橋
本
千
秋
さ
ん
（
３
年
）

と
卓
球
部
の
赤
石
未
稀
さ
ん

（
１
年
）
が
６
月
26
日
に
開
か

れ
た
高
校
総
合
体
育
大
会
東
北

大
会
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
岩
手

県
八
幡
平
市
、
卓
球
は
青
森
市

で
開
催
）
に
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

東
北
大
会
出
場
に
は
、
高
総

体
県
大
会
で
の
出
場
権
獲
得
が

条
件
。
６
月
５
日
～
８
日
に
行

わ
れ
た
県
大
会
で
は
、
橋
本
さ

ん
が
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
個
人

の
部
15
位
、
赤
石
さ
ん
は
卓
球

女
子
個
人
ベ
ス
ト
20
入
り
し
、

東
北
大
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
予
選
を
通
過
し

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む

も
、
惜
し
く
も
敗
退
。
赤
石
さ

ん
は
福
島
県
小
高
工
業
高
を
相

手
に
フ
ル
セ
ッ
ト
に
持
ち
込
ん

だ
も
の
の
、
３
―
２
で
敗
退
と

な
り
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
「
練
習
と
同
じ

点
数
が
出
て
よ
か
っ
た
。
強
豪

チ
ー
ム
の
迫
力
に
押
さ
れ
て
緊

張
し
た
け
ど
、
楽
し
く
試
合
が

で
き
た
」、
赤
石
さ
ん
は
「
一

本
と
る
と
き
に
力
が
入
り
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
。
ま
た
こ
の
大
会

を
目
指
し
た
い
」
と
試
合
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

東
北
の
強
豪
を
相
手
に
堂
々

と
し
た
闘
い
ぶ
り
を
見
せ
た
２

人
に
対
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

顧
問
の
菅
井
宜
光
先
生
は
「
体

が
小
さ
い
と
い
う
ハ
ン
デ
を
乗

り
越
え
て
３
年
間
頑
張
っ
た
。

強
豪
に
立
ち
向
か
っ
た
姿
勢
は

後
輩
に
も
い
い
影
響
に
な
っ

た
」、
卓
球
部
顧
問
の
立
崎
里

奈
子
先
生
は
「
試
合
で
見
せ
る

緊
張
感
と
負
け
ん
気
が
結
果
に

結
び
つ
い
た
。
実
力
あ
る
生
徒

な
の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

欲
し
い
」と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

六高アーチェリー部と卓球部の２人が健闘
橋本千秋さんと赤石未稀さんが高総体東北大会出場

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

教育 Education StyleRokkasho16

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

（左から）立崎先生、赤石さん、橋本さん、菅井先生

電子情報ボードを用いた尾駮小２年の算数の授業
（ボード上の課題を実際に黒板上で解決している）
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交番だよりSafety Information

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ

び
青
森
県
警
察
本
部
は
、
警

察
官
Ｂ
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間　

８
月
９
日
月

～
９
月
３
日
金

■
第
一
次
試
験　
９
月
26
日
日

■
試
験
場
所　

青
森
市
、
八

戸
市
、
弘
前
市

■
試
験
種
別　
（
採
用
予
定

人
員
、
受
験
資
格
）

○
警
察
官
Ｂ
〈
男
女
〉 （
未

定
、
昭
和
53
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、

大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
）

　

な
お
、
警
察
官
Ｂ
（
男
）
だ

け
、
警
視
庁
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
神
奈
川
県
お
よ
び
静
岡
県

の
警
察
官
を
志
望
す
る
人
も

同
時
に
受
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
受
験
資
格
は
志
望
す

る
都
県
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
県
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
の

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

℡
０
１
７
（
７
２
３
）

４
２
１
１
（
内
線
２
６
６
２

～
２
６
６
６
）
ま
た
は
県
内

各
警
察
署

　

夏
祭
り
や
お
盆
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
例
年
こ
の
時
期

は
高
速
道
路
の
交
通
量
が
大

幅
に
増
加
し
、
交
通
事
故
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

帰
省
、
レ
ジ
ャ
ー
、
家
族
旅

行
を
よ
り
楽
し
い
も
の
に
す
る

た
め
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
事
前
の
高
速
走
行
前
の
車

両
点
検
お
よ
び
整
備

　

タ
イ
ヤ
、
冷
却
水
、
燃
料
、

オ
イ
ル
、
ラ
イ
ト
類
な
ど
の

点
検
補
充
お
よ
び
整
備
が
必

要
で
す
。
特
に
タ
イ
ヤ
に
異

常
が
あ
る
と
高
速
走
行
時
に

は
非
常
に
危
険
で
す
。
停
止

表
示
器
材
、
発
煙
筒
、
懐
中

電
灯
、
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
な
ど

の
装
備
点
検
も
忘
れ
ず
に
。

②
燃
料
残
量
に
注
意

　

昨
年
か
ら
燃
料
切
れ
の
故

障
車
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
燃
料
補
給
を

し
て
く
だ
さ
い
。

③
ラ
ン
プ
ウ
エ
イ
の
走
行

　

ラ
ン
プ
ウ
エ
イ
（
立
体
交

差
な
ど
高
さ
の
違
う
道
路
を

つ
な
ぐ
道
路
）
は
、
本
線
と

は
道
路
構
造
が
異
な
る
の
で

減
速
し
て
安
全
走
行
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

④
加
速
車
線
か
ら
本
線
へ
の

合
流

　

本
線
車
道
へ
流
入
す
る
場

合
は
、
本
線
上
の
後
方
か
ら

の
車
両
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
追
突
を
避
け
る
た
め
に

も
十
分
加
速
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

⑤
走
行
速
度
の
確
認

　

高
速
走
行
中
は
速
度
感
覚

が
鈍
り
ま
す
。
感
覚
に
頼
ら

ず
必
ず
速
度
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

⑥
十
分
な
車
間
距
離

　

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
の
数

行
楽
・
帰
省
時
の
高
速

道
路
の
利
用
は
安
全
運

転
で

②6月末の村の物件事故発生状況
平成22年 21年

前年比
6月中 累計 累計
9 126 101 ＋25

①6月末の村の人身事故発生状況
平成22年 21年 前年比6月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 7 0 9 14 0 20 -7 0 -11

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ3,513日達成！（6月30日現在）

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

求む！君の勇気と正義感
警察官B（短大・高校卒など）を募集します

国際交流 International Exchange

「六ヶ所村の皆さん、ありがとう」
英語指導助手ガブリエルと国際交流員ダニエルが離任

　　

早
い
も
の
で
こ
ち
ら
へ
来

て
か
ら
３
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
六
ヶ
所
村
の

皆
さ
ま
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

六
ヶ
所
に
来
た
こ
ろ
は
日

本
で
働
く
こ
と
が
不
安
で
少

し
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

職
場
の
皆
さ
ん
や
友
だ
ち
に

い
ろ
い
ろ
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
料
理
教
室
、

ド
イ
ツ
語
講
座
、
姉
妹
都
市

と
の
交
流
、
学
校
訪
問
な
ど

の
交
流
を
通
じ
て
多
く
の

人
々
と
出
会
い
、
村
民
に
ド

イ
ツ
の
文
化
を
紹
介
す
る
な

ど
、
逆
に
わ
た
し
も
日
本
の

こ
と
や
六
ヶ
所
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

六
ヶ
所
村
は
人
口
が
少

な
い
で
す
が
、
本
当
に
将
来

性
の
あ
る
国
際
的
な
村
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
の
２
月
に

「
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア
」
を

開
催
、
六
ヶ
所
村
在
住
の
10

間
六
ヶ
所
村
に
住
み
、
10
カ

所
の
学
校
で
教
え
た
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。

　

教
え
子
、
役
場
国
際
交
流

課
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
種
市

家
、
日
本
人
の
先
生
方
、
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｖ
の
レ
ジ
の
ス
タ
ッ

フ
、
英
会
話
の
友
だ
ち
、
出

戸
の
交
流
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ジ

オ
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
に
日
本

に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、
い

つ
も
ほ
ほ
笑
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
、
そ
し
て
六
ヶ

所
村
の
素
晴
ら
し
い
人
々

は
、
わ
た
し
の
心
の
中
で
い

つ
も
特
別
な
位
置
を
占
め
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

韓
国
の
食
事
は
辛
く
て
お

い
し
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ

る
こ
と
は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な

ど
で
見
聞
き
し
て
い
た
の

で
、
ど
の
程
度
な
の
か
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

カ
国
の
人
々
に
母
国
の
文
化

を
村
民
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
は
青
森
県
の
ど
こ
を

見
て
も
な
い
こ
と
で
す
。
特

に
思
い
出
に
残
っ
た
の
は
、

イ
タ
リ
ア
人
、フ
ラ
ン
ス
人
、

ア
メ
リ
カ
人
、
日
本
人
と
一

緒
に
演
じ
た
時
代
劇
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
侍
の
衣
装
を

着
て
、
江
戸
時
代
風
の
言
葉

と
六
ヶ
所
弁
で
演
じ
、
会
場

は
大
爆
笑
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
六
ヶ
所
村

で
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験

を
何
度
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
六
ヶ
所
村
は
わ
た

し
の
第
二
の
故
郷
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

六
ヶ
所
村
の
ご
発
展
と
皆
さ

ま
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
に
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
年

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

　

い
ざ
本
場
の
韓
国
料
理
を

食
べ
て
み
る
と
、
聞
き
し
に

勝
る
辛
さ
で
し
た
。
辛
口
に

味
付
け
さ
れ
て
い
る
料
理
が

一
般
的
で
、
こ
ち
ら
の
方
が

「
こ
れ
は
辛
く
な
い
よ
」
と

い
う
料
理
で
も
辛
く
感
じ
ま

し
た
し
、
辛
い
と
言
わ
れ
る

料
理
は
辛
く
て
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
的
な
韓
国
料

理
の
飲
食
店
で
は
お
通
し
の

お
か
わ
り
が
無
料
で
す
。
通

常
は
キ
ム
チ
で
す
が
、
お
店

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

確
か
に
お
い
し
い
の
で
す

が
、
日
本
食
と
比
べ
て
濃
口

の
味
付
け
な
の
で
、
ど
う
し

て
も
食
べ
た
く
な
る
の
が
ご

飯
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ち

ら
の
方
も
ご
飯
を
食
べ
ま
す

が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
ご

飯
と
一
緒
で
な
い
と
食
べ
に

く
い
料
理
が
多
い
の
で
、
飲

食
店
で
食
事
を
す
る
際
は
、

ヤ
ン
ヤ
ン
の
方
々
よ
り
も
、

多
く
ご
飯
を
注
文
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
食
べ
る
量
が
多

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ

ち
ら
の
方
と
食
事
に
行
く

と
、
た
い
て
い
わ
た
し
が
最

後
ま
で
食
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
に
来
た
ば
か
り

の
こ
ろ
は
「
ま
だ
食
べ
る

の
・
・
・
？
」
と
驚
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
わ
た
し
が
勤
務

し
て
い
る「
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
庁
」

（
六
ヶ
所
村
で
い
う
役
場
）

の
公
務
員
の
皆
さ
ん
も
、
す

っ
か
り
僕
を
理
解
し
て
く
だ

さ
っ
て
「
高
田
さ
ん
、
今
日

は
ご
飯
何
杯
食
べ
る
の
？
」

と
か
「
出
前
を
多
く
注
文
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
も

食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
ご
飯

を
す
す
め
ら
れ
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
後
で

聞
い
た
話
な
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
で
は
た
く
さ
ん
食
べ
る

人
は
、
と
て
も
歓
迎
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
こ
に
来
て

韓
国
語
の
勉
強
を
始
め
た
の

で
、
ま
だ
韓
国
語
で
会
話
ら

し
い
会
話
を
す
る
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
の

わ
た
し
に
で
き
る
国
際
交
流

と
は
、
す
な
わ
ち
食
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
食
事
を
土
台
に
し
て
、
ヤ

ン
ヤ
ン
の
方
々
と
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
（
髙
田
勇
貴
）

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

ダニエル・ファン・
デ・ザンド

「
さ
よ
な
ら
、
六
ヶ
所
」

ガブリエル・リー
ド

「
バ
イ
バ
イ
」

字
を
目
安
に
し
た
車
間
距
離

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
時
速
80

㌖
の
と
き
は
80
㍍
以
上
、
時

速
１
０
０
㌖
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
時
は
１
０
０
㍍
以
上
必
要

で
す
。
ま
た
、
雨
の
時
は
こ

の
倍
以
上
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
居
眠
り
運
転
の
防
止

　

高
速
道
路
は
直
線
部
分
が

多
い
た
め
運
転
操
作
が
単
調

で
、
眠
気
を
も
よ
お
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
２
時
間
に
１

回
位
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
で

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑧
故
障
時
な
ど
の
措
置

　

故
障
し
た
と
き
は
速

や
か
に
路
肩
な
ど
安
全

な
場
所
に
車
両
を
停
止

さ
せ
、
後
続
車
両
に
注

意
し
て
後
方
に
停
止
表

示
器
材
を
確
実
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。そ
の
後
、

最
寄
り
の
非
常
電
話
を

使
用
し
て
通
報
を
す

る
と
と
も
に
、
直
ち
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
（
ガ
ー

ド
ロ
ー
プ
）
の
外
な
ど

の
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。　

　

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
違
反

点
数
お
よ
び
欠
格
期
間
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
飲
酒

運
転
は
運
転
者
以
外
で
も
厳

し
い
処
罰
の
あ
る
「
事
故
に

直
結
す
る
極
め
て
悪
質
・
危

険
な
犯
罪
」
で
す
。

　

一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転

は
絶
対
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ

う
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家庭内禁煙に取り組みましょう
上北郡学校保健・学校給食研究大会にぜひご参加を

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

　

ま
た
タ
バ
コ
の
話
で
す

が
、今
回
は
家
庭
内
禁
煙（
敷

地
内
禁
煙
）
に
関
す
る
話
で

す
。

　

家
庭
内
禁
煙
に
つ
い
て

は
、
六
ヶ
所
村
で
は
あ
ま
り

話
題
に
上
り
ま
せ
ん
。
ど
う

や
ら
新
し
い
言
葉
の
よ
う
で

す
。

　

し
か
し
、
外
国
人
を
常
に

相
手
に
し
て
い
る
六
ヶ
所
村

の
皆
さ
ん
に
は
、
世
界
保
健

機
関
が
す
す
め
る
こ
の
家
庭

内
禁
煙
（
敷
地
内
）
を
一
日

で
も
早
く
達
成
し
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
、
受
動
喫
煙
の
な
い
ク

リ
ー
ン
な
環
境
を
確
保
し
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
北
郡
学
校

保
健
・
学
校
給
食
研
究
大
会

が
、
来
る
10
月
28
日
木
午
前

10
時
か
ら
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
催
さ
れ

ま
す
。　

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど

も
の
健
全
育
成
を
目
指
し

て
」。
第
一
分
科
会
は
「
子

ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
」
に

煙
も
含
め
て
、
か
な
り
一
般

的
な
常
識
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
が
、
シ
ン
ナ
ー
や

覚
せ
い
剤
、
麻
薬
に
つ
な
が

る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ

（
入
門
薬
物
）
と
し
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
学
校
薬
剤
師
の
立

場
か
ら
こ
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

次
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

し
て
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の

つ
い
て
、
養
護
教
諭
部
会
の

代
表
が
発
表
し
ま
す
。ま
た
、

上
十
三
保
健
所
の
磯
嶋
利
恵

子
氏
が
「
助
言
者
」
と
し
て

参
加
し
ま
す
。

　

第
二
分
科
会
は
「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ
と
し
て
の

タ
バ
コ
」
に
つ
い
て
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
本
村
出
身
の
河

原
木
智
氏
が
発
表
し
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
害
は
、
受
動
喫

工
藤
健
司
氏
、
婦
人
会
代
表

の
小
笠
原
春
枝
氏
、
福
士
有

一
健
康
課
長
、
校
長
会
の
木

村
文
則
会
長
が
５
分
ず
つ
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
発
表
を

し
ま
す
。

　

こ
の
中
で
「
禁
煙
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
も
少
し

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の

発
表
が
終
わ
る
と
、
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
全
員
が
壇

上
で
討
論
会
を
行

い
ま
す
。
客
席
か

ら
の
発
言
も
会
を

盛
り
上
げ
る
は
ず

で
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
教
育
委

千歳平診療所所長、健康づくり
対策室長、学校保健会会長

米田 喜與志
員
会
の
内
山
幸
治
教
育
政
策

室
長
。
内
山
室
長
は
、
喫
煙

人
生
か
ら
離
脱
し
て
快
適
な

禁
煙
生
活
を
送
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、「
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ
と
し
て
の

タ
バ
コ
」
問
題
を
ど
う
捉
え

る
の
か
注
目
に
値
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
発
表

に
利
用
さ
れ
る
家
庭
内
禁
煙

（
敷
地
内
禁
煙
）
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
「
貴

方
の
家
庭
で
は
、
家
庭
内
禁

煙
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

」

で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
の
所
属
す
る
組
織

内
に
留
ま
ら
ず
、
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
幼
稚
園
、保
育
所
、六
ヶ

所
村
議
会
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
不
肖
わ
た

し
が
務
め
る
午
後
の
講
演
の

中
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
郡
大
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
参
加
者
そ
し
て
サ

ポ
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
仲
間
や
同
僚
が

発
表
し
ま
す
。平
日
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
車
で
駐
車
場
が
満

杯
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
タ

バ
コ
が
持
つ
受
動
喫
煙
の
害

に
つ
い
て
は
今
さ
ら
言
う
ま

で
も
な
く
、
明
ら
か
に
子
ど

も
た
ち
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
た
ち
が
興

味
本
位
で
吸
っ
た
タ
バ
コ
一

本
か
ら
、
ま
た
た
く
間
に
喫

煙
習
慣
に
発
展
し
、
次
は
ア

ル
コ
ー
ル
へ
の
挑
戦
、
そ
し

て
シ
ン
ナ
ー
へ
、
大
麻
へ
、

覚
せ
い
剤
へ
、
さ
ら
に
違
法

ド
ラ
ッ
グ
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

逆
に
一
杯
の
ビ
ー
ル
か
ら

た
ば
こ
へ
、
そ
し
て
同
様
な

道
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
場

合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
タ
バ

コ
も
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
酒

や
ビ
ー
ル
も
、
た
っ
た
一
回

試
し
た
だ
け
で
も
薬
物
乱

用
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
願
わ
な
い
保
護
者
は
一

人
も
い
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健

康
を
支
え
る
「
家
庭
内
完
全

禁
煙
」。
さ
あ
、
今
す
ぐ
始

め
ま
し
ょ
う
。

　
「
の
も
う
」「
の
め
」
と
は

決
し
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。「
の
も
う
」
と
し
て
い

る
の
を
見
た
ら
す
ぐ
止
め
て

く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
依
存
症
だ
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
治
療
で
す
。

　

診
療
所
の
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
禁
煙
外
来
が

必
要
で
す
。

　

糖
尿
病
の
予
防
・
改
善
に

は
、
食
生
活
の
見
直
し
が
不

可
欠
で
す
。
そ
れ
は
、
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
す
、
最
大
の

危
険
因
子
が
肥
満
だ
か
ら
で

す
。

　

肥
満
は
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

多
過
ぎ
る
こ
と
が
原
因
。
食

生
活
の
基
本
は
「
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
」
と
「
ち
ょ
う

ど
良
い
量
を
食
べ
る
事
」
で

す
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の

基
本

①
食
物
繊
維
を
た
っ
ぷ
り
と

ろ
う

　

野
菜
や
海
藻
、
キ
ノ
コ
な

ど
を
積
極
的
に
と
る
。

②
薄
味
を
心
が
け
よ
う

　

濃
い
味
は
ご
飯
が
す
す
ん

で
し
ま
う
。

③
甘
い
も
の
脂
っ
ぽ
い
も
の

は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

バ
タ
ー
や
肉
の
脂
は
と
り

過
ぎ
る
と
太
り
や
す
く
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
も
悪
く
す

る
。

④
お
酒
は
飲
み
す
ぎ
な
い

　

日
本
酒
１
合
＝
男
茶
碗
１

杯
弱
、
焼
酎
１
０
０
㎖
＝
男

茶
碗
２
分
の
１
程
度
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
る
。

○
ち
ょ
う
ど
よ
い
量
の
探
し

方
の
手
順

①
自
分
が
１
食
に
食
べ
る
分

を
少
な
め
に
取
り
分
け
、
準

備
す
る
。

②
出
来
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
食

べ
る
。

③
食
べ
終
わ
っ
た
ら
体
に
聞

い
て
み
る
。

・
と
て
も
満
足
→
次
回
は
も

う
少
し
減
ら
し
て
準
備
す
る

・
満
足
→
そ
の
ま
ま
の
量
を

続
け
る

・
不
満
→
20
分
お
い
て
不
満

な
ら
少
し
足
す

※
食
間
に
も
の
す
ご
く
空
腹

な
ら
、少
量
の
間
食
は
あ
り
。

　

食
事
に
集
中
し
、
自
分
の

体
と
会
話
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

生活習慣病を知ろう
食生活を見直そう

消費
エネルギー

摂取
エネルギー

食事
生活
代謝 基礎

代謝

バランスが大切！

種　　類 対　　象 受付時間 8 月 9 月 10 月
エイズに関する相談＊ 一般県民 13：00 ～ 14：00 4、18 1、15 6、20

Ｂ・Ｃ型肝炎検査（有料）＊ 一般県民 11：00 ～ 13：30 4、18 1、15 6、20

療育相談 発達が気になる児童
継続 9：30 ～ 10：30

新規 10：30 ～ 11：00
25 27

骨髄バンク登録相談 骨髄バンク登録希望者 9：00 ～ 10：30 24 28 26
女性健康相談 思春期から更年期に至る女性 10：00 ～ 10：30 17 21 19

精神保健福祉相談＊ 精神・神経・飲酒等の相談 13：00 ～ 14：00 18 22 20

●上十三保健所からのお知らせ　以下の相談を受け付けています。どうぞ利用してください。

問上十三保健所　☎ 0176（23）4261　　＊がある相談は、なるべく予約してください。

３B 体操教室
■内容　３Ｂ体操（ボールなどを使った、無理
のない楽しい体操）※体操終了後は、健康づく
りに関する講話
■期日・場所　（ス）＝文化交流プラザ スワニー　（保）

保健相談センター（全て木曜日） 9 月 9 日 ( ス )、 9 月
30 日 ( 保 )、10 月 14 日 ( ス )、10 月 28 日 ( 保 )、
11 月 11 日 ( ス )、11 月 25 日 ( ス )
■時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
■持ち物　タオル・飲物・スニーカー
■申込先　健康課　℡ 0175(72)2794　
■申込期限　8 月 31 日火

マタニティ教室
■内容　赤ちゃんの体につ
いての学習、妊娠中の口腔
衛生、離乳食の調理実習
■場所　保健相談センター
■日時　８月 25 日水　午前
10 ～ 12 時
■持ち物　母子手
帳、エプロン
■申込先
健康課　℡ 0175(72)2794　
■申込期限　8 月 19 日木

ポリオ集団予防接種
■場所　保健相談センター
■ 日 時　8 月 31 日火、9 月
9 日木（ 受 付 12 時 45 分 ～
13 時 15 分）
■対象　実施日に生後３カ
月以上～ 90 カ月（７歳半）
以下で、２回の接種を終え
ていない児
■持ち物 母子手帳、
問診票（会場
にもあります）

今月の歯ッピーエンゼルたち　　6月 29 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

宮崎 玲菜ちゃん 中田 真愛ちゃん 板垣 成くん 木村 妃音ちゃん水戸沙弥香ちゃん秋田谷奈南ちゃん

よい歯で
歯ッピー

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

教
育

健康 Health
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青
森
県
営
農
大
学
校
は
、
青

森
県
農
業
の
担
い
手
と
な
り
得

る
農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
養

成
す
る
県
立
の
大
学
校
で
す
。

平
成
23
年
度
の
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
修
業
年
限　
２
カ
年（
全
寮
制
）

■
募
集
人
員　

畑
作
園
芸
課

程
・
果
樹
課
程
・
畜
産
課
程
あ

わ
せ
て
定
員
70
人
（
推
薦
は
定

員
の
３
分
の
２
以
内
）。

■
受
験
資
格　

高
校
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た

は
同
程
度
の
人

■
募
集
日
程
・
試
験
日
程
な
ど

①
推
薦
選
考

○
出
願
受
付　

10
月
４
日
～
14
日

○
選
考
日　

11
月
10
日

○
選
考
内
容　

作
文
、
面
接
、

調
査
書
な
ど

②
一
般
募
集
試
験

○
出
願
受
付　

22
年
12
月
９
日

～
16
日

○
試
験
日　

23
年
１
月
19
日

○
試
験
内
容　

現
代
文
、
数
学

Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
、
作
文
、
面
接

③
二
次
募
集
試
験
（
推
薦
お
よ

び
一
般
募
集
の
合
格
者
が
定
員

に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
）

○
出
願
受
付　

23
年
２
月
１
日

～
８
日

○
試
験
日　

23
年
２
月
25
日

○
試
験
内
容　

一
般
募
集
に
準
ず
る

④
入
校
願
書
の
請
求

　

封
筒
に
「
願
書
請
求
」
と
赤

書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
角

形
２
号
封
筒
（
２
０
０
円
切
手

貼
付
）
を
同
封
の
上
、
本
校
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

願
書
は
高
校
お
よ
び
各
地
域
県

民
局
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振

興
室
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

⑤
授
業
料
な
ど
（
改
定
が
あ
っ

た
場
合
は
改
定
後
の
金
額
を
適

用
し
ま
す
。）

○
入
校
検
定
料　

２
，
２
０
０
円

○
入
校
料　

５
，
６
５
０
円

○
授
業
料　

年
額
１
１
８
，

８
０
０
円

○
諸
経
費　

年
額
６
５
０
，

０
０
０
円

　

諸
経
費
に
は
、
教
材
費
、
実
習

服
費
、
寮
費
、
食
費
、
農
業
機
械

な
ど
各
種
資
格
試
験
受
験
料
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
１
年
間
の
修
学

経
費
は
約
90
万
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
願
書
請
求
先

〒
０
３
９
―
２
５
９
８

上
北
郡
七
戸
町
字
大
沢
48
―
８

青
森
県
営
農
大
学
校
教
務
研
修
課

℡
０
１
７
６
（
62
）
３
１
１
１

青
森
県
営
農
大
学
校　

平
成
23
年
度
学
生
募
集

　6 月の農業委員会定例総会が
6 月 21 日、役場分庁舎３階大
会議室で開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。
■報告第７号　農地の転用事実
に関する照会書について

２件 769㎡
■報告第８号　農地法第 5 条
の規定による転用届出について

１件 935.66㎡
■議案第 21 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

　　　　　　２件 21,837㎡
■議案第 22 号　農地法第５条
の規定による許可申請について

１件 396㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

　

今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
の
年
で
す
。

　

今
回
は
、
大
正
９
年
の
第
１

回
か
ら
数
え
て
19
回
目
の
国
勢

調
査
と
な
り
、
我
が
国
が
人
口

減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る

最
初
の
調
査
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
児
童

福
祉
、
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
、

若
者
の
雇
用
対
策
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役

立
て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に
な

り
ま
す
。

　

調
査
員
が
配
布
す
る
調
査
票

に
10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の

状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
勢
調
査
マ
メ
知
識

Ｑ　

国
勢
調
査
っ
て
？

Ａ　

国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
、
法
律
に
基
づ
い
て
国

農業委員会だより

内
の
人
口
や
世
帯
な
ど
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。「
国
勢
」と
は「
国
の
情
勢
」

を
意
味
し
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
人
が
調
査
の

対
象
に
な
る
の
？

Ａ　

10
月
１
日
午
前
０
時
現
在

で
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象

で
す
。
外
国
人
も
対
象
で
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査

を
す
る
の
？

Ａ　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員

が
各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ

て
封
を
し
た
上
で
調
査
員
に
渡

し
て
い
た
だ
く
か
郵
送
で
村
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
調
べ

る
の
？

Ａ　
「
男
女
の
別
」、「
出
生
の

年
月
」、「
配
偶
者
の
有
無
」、「
就

業
状
態
」
な
ど
世
帯
員
に
関
す

る
項
目
に
つ
い
て
15
項
目
、「
世

帯
員
の
数
」、「
住
居
の
種
類
」、

「
住
宅
の
建
て
方
」
な
ど
世
帯

に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
５
項

目
を
調
べ
ま
す
。

Ｑ　

調
査
の
結
果
は
い
つ
公
表

さ
れ
る
の
？

Ａ　

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
結

果
は
23
年
２
月
に
公
表
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
詳
し
い
結
果
が
順

次
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
22

年
国
勢
調
査
広
報
サ
イ
ト
「
国

勢
調
査　

ｅ
―
ガ
イ
ド
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.stat.go.jp

/
d
a
ta/k

o
k
u
sei/2

0
1
0
/

kouhou/index.htm

　平成 22 年６月１日火から９
月 30 日木の期間に、三沢空港
発着の「ＪＡＬで行く東京ディ
ズニーリゾート」を利用する人
に、パーク内で利用できるギ
フトカードを１人につき 3,000
円分プレゼントします（先着限
定２００人）。
　インターネットで旅行を申し
込む人は、出発日の７日前まで
に三沢空港振興会事務局まで問
い合わせてください。（ギフト
カードの引き換え券をお渡しし
ます）
問三沢市役所政策調整課内
三沢空港振興会事務局
☎ 0176（53）5111
内線 532
fax0176（52）5656
午前 8 時 15 分～午後 5 時（土
日祝日は除く）	

東京ディズニーリゾー
トギフトカードプレゼ

ントキャンペーン！

入札結果を公表します（平成 22 年 5・6 月分）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）
エネルギー教育施設支援事業施設見学時バス借上 相和物産（株） 82 万 9500 円

知的障害者生活支援センター改修工事 （有）米田建設 296 万 9400 円

庄内ゲートボール場改修工事 （有）地紙屋 199 万 5000 円

弥栄平中央１号線改良舗装工事 （有）匠和技研 1123 万 5000 円

倉内・平沼小学校統合整備事業建設地測量等業務委託 （株）みちのく計画 724 万 5000 円

本庁舎耐震補強等改修工事 田中組・瀬川建設・三和住建・経常建設共同企業体 １億 9918 万 5000 円

区画整理事業 4期造成工事 （株）岡山建設 1億 1865 万円

区画整理事業 4期造成工事施工監理業務委託 ( 株）カネナカ技研 226 万 8000 円

本庁舎耐震補強等改修工事施工監理業務委託 （株）八洲建築設計事務所 409 万 5000 円

六迎館新築工事施工監理（設計意図の伝達業務以外の業務）業務委託 松尾淳一級建築士事務所 325 万 3635 円

六迎館新築工事（電気） （株）髙田電気 1037 万 4000 円
六迎館新築工事（建築） 田中建設・福岡建設・東和建設経常建設共同企業体 1 億 80 万円
地域情報基盤尾駮地区工事 （株）ＮＴＴ東日本－青森 9億 1957 万 9500 円

小学校印刷機購入 （有）赤沼商販 162 万 7500 円
中学校印刷機購入 （有）赤沼商販 325 万 5000 円
区画整理事業 2期道路工事（１工区） （株）鳥谷部建設工業 2851 万 8000 円

区画整理事業 2期道路工事（２工区） 大羽建設（株） 3528 万円

区画整理事業 2期道路工事（３工区） 六ヶ所工業（有） 2131 万 5000 円

区画整理事業 2期道路工事（４工区） 小泉建設（株） 2919 万円

区画整理事業 2期電気工事（１工区） 橋本電業 829 万 5000 円

区画整理事業 2期電気工事（２工区） 相内電気商会 838 万 8450 円

区画整理事業 2期電気工事（３工区） （株）秋戸電気 887 万 2500 円

区画整理事業 2期道路工事監理業務委託 （株）カネナカ技研 151 万 2000 円

まちづくり交付金事業効果分析調査業務委託 （株）みちのく計画 184 万 8000 円

社会資本総合整備計画作成業務委託 （株）みちのく計画 107 万 1000 円

千歳平汚水終末処理場機器分解組立工事 ㈱西原テクノサービス六ヶ所出張所 203 万 7000 円

倉内地区側溝整備工事（１工区） 平成産業（株） 2205 万円

倉内地区側溝整備工事（２工区） （有）大藤工業 2164 万 5750 円

倉内地区側溝整備工事（３工区） （有）佐藤工務店 740 万 2500 円

倉内地区側溝整備工事施工監理業務委託 エイト技術（株） 136 万 5000 円

地域情報基盤尾駮地区工事施工監理業務委託 システム企画設計（株） 378 万円

泊中央線改良舗装工事（１工区） （有）晴和工業 2724 万 7500 円

泊中央線改良舗装工事（２工区） （有）瀬川建設 2822 万 4000 円

泊中央線改良舗装工事施工監理業務委託 （株）出雲 157 万 5000 円

猿子沢団地外構工事 （有）佐藤工務店 518 万 7000 円

中志釜台線改良舗装工事 （有）地紙屋 286 万 6500 円

中志地区老朽管更新工事 大泉建設（株） 7455 万円

教育委員会管理施設清掃業務委託（その２） （有）北東ビル管理 407 万 4525 円

泊小学校水泳プール監視業務委託 （有）北東ビル管理 164 万 5403 円

平沼地区水泳プール監視業務委託 総合技研（株） 165 万 9000 円

教育委員会管理施設貯水槽清掃業務委託 高田プラント（株） 158 万 7600 円

集会所等浄化槽維持管理業務委託 総合技研（株） 136 万 5000 円

泊集会所改修工事 （有）野田建設 492 万 9750 円

二又集会所改修工事 （有）木勝工務店 516 万 6000 円

尾駮浜集会所改修工事 （有）米田建設 368 万 5500 円

出戸集会所改修工事 （有）前田建設 149 万 1000 円

千歳集会所改修工事 （有）美操ホーム 122 万 8500 円

庁舎等消防設備保守点検業務委託 （有）三晃ビルサービスセンター 118 万 9965 円

西部処理区管渠実施設計業務委託（その２） （株）みちのく計画 1774 万 5000 円

西部処理区管渠実施設計業務委託（その３） エイト技術（株） 1407 万円

南部処理区管渠実施設計業務委託（その 15） （株）出雲 1270 万 5000 円

南部処理区管渠実施設計業務委託（その 16） （株）出雲 1354 万 5000 円

中志地区老朽管更新工事施工監理業務委託 （株）岩沢測量コンサル 107 万 1000 円

問財政課　☎ 0175（72）2111　内線 244

　第 18 回青森県民駅伝競走大会が 9 月 5 日日、
青森市で開かれます。
　選手たちは昨年の悔しさをバネに、村の部首
位奪還に向けチームの強化に取り組んでいます。
当日のレースの模様はテレビでも放映されます
ので、皆さんの応援をよろしくお願いします。

〈六ヶ所村選手団紹介〉
■氏名（年齢、所属）
○監督　橋本勝夫（53、村教育委員会）
○一般男子 ( 高校生を含む )
久保　弘（31、日本原燃㈱）
桜井直樹（29、六ヶ所消防署）
國分　惟（20、陸上自衛隊八戸）
橋本征弥（19、創造学園大学 2 年）
三谷　享（35、日本原燃㈱）
行天英高（37、㈱東京エネシス）
中村圭介（17、十和田工業高校 3 年）
下舌俊弥（15、野辺地高校 1 年）
高橋悠也（15、六ヶ所高校 1 年）
藤谷　亨（26、村教育委員会　兼コーチ）
○一般女子
吉田夏美（17、光星学院高校 3 年）
東出さおり（40、㈱青森日揮プランテック　兼コーチ）
○中学生男子　
赤石晃介（14、泊中学校 3 年）
長根　瑛（14、泊中学校 3 年）	
附田康平（14、泊中学校 3 年）
中村一翔（14、泊中学校 3 年）
川畑渓太（14、第一中学校 3 年）
高橋弥也（13、第一中学校 2 年）
松尾圭紘（13、千歳中学校 2 年）
○中学生女子
畑中彩美（12、千歳中学校 1 年 )
石久保佳奈子（14、第二中学校 3 年）

　今年は５年に一度の国勢調査の年です。今回は、大正９年の第
１回から数えて 19 回目の国勢調査となり、我が国が人口減少社
会となって実施する最初の調査でもあります。
　国勢調査の結果は、児童福祉、高齢者の介護・医療、若者の雇
用対策、地域の活性化など、わたしたちの暮らしのさまざまな分
野で役立てられる基礎データになります。
　調査員が配布する調査票に 10 月１日現在の皆さんの状況を記
入してください。
■国勢調査マメ知識
Ｑ　国勢調査って？
Ａ　国の最も基本的な統計調査で、法律に基づいて国内の人口や
世帯などの実態を把握するために行われます。「国勢」とは「国
の情勢」を意味します。
Ｑ　どのような人が調査の対象になるの？
Ａ　10 月１日現在で日本国内に住んでいるすべての人および世
帯が対象です。外国人も対象です。
Ｑ　どのような方法で調査をするの？
Ａ　９月下旬から、調査員が各世帯を訪問して調査票を配布しま
す。記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員
に渡していただくか郵送で村に提出することもできます。
Ｑ　どのようなことを調べるの？
Ａ　「男女の別」、「出生の年月」、「配偶者の有無」、「就業状態」
など世帯員に関する項目について 15 項目、「世帯員の数」、「住居
の種類」、「住宅の建て方」など世帯に関する項目について５項目
を調べます。
Ｑ　調査の結果はいつ公表されるの？
Ａ　人口・世帯数の速報結果は 23 年２月に公表されます。その
後詳しい結果が順次公表されます。
　国勢調査については、22 年国勢調査広報サイト「国勢調査　
ｅ―ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm
問企画調整課　℡ 0175（72）2111　内線 355

六ヶ所村駅伝選手団に皆さんの応援を 10 月 1 日に国勢調査を実施します
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「
第
６
回
太
平
洋
沿
岸
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

き
れ
い
な
海
岸
に
す
る
た

め
に
、
家
族
み
ん
な
で
ご
み
拾

い
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
４
日
土

午
前
８
時
45
分
～
正
午

■
実
施
場
所　

老
部
川
河
口
か

ら
尾
駮
港
、
尾
駮
沼
河
口
、
尾

駮
集
会
所
付
近
沼
岸
ま
で

■
集
合
場
所　

六
ヶ
所
村
海
水

漁
業
協
同
組
合
倉
庫

　

参
加
希
望
者
は
、
８
時
15
分

～
８
時
45
分
の
間
に
、
受
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
３
８
・
１
４
９

　

原
子
力
災
害
時
の
拠
点
施

設
・
六
ヶ
所
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
と
防
災
資
機
材
な
ど
を
公

開
し
ま
す
。

原
子
力
施
設
の
安
全
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
一
般
公
開
を
行
い

ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
21
日
土

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　
「
原
子
力
防
災
研
究

プ
ラ
ザ
」（
六
ヶ
所
村
大
字
尾

駮
字
野
附
１
―
67　

六
ヶ
所
村

文
化
交
流
プ
ラ
ザ「
ス
ワ
ニ
ー
」

東
隣
り
）

■
内
容

・
原
子
力
安
全
規
制
・
防
災
機

関
４
機
関
の
役
割
の
説
明
／
見

学
者
と
の
意
見
交
換

・
六
ヶ
所
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
の
公
開

・
防
災
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
展
示
／
実
演

・
非
破
壊
検
査
の
実
演

・
原
子
力
防
災
研
修
用
資
機
材

の
展
示
／
実
演

・
原
子
力
防
災
訓
練
等
ビ
デ
オ

の
放
映
／
パ
ネ
ル
の
展
示

問
①
経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院　

六
ヶ
所
原
子
力

保
安
検
査
官
事
務
所

℡
０
１
７
５
（
72
）
３
５
２
０

②
文
部
科
学
省　

六
ヶ
所
原
子

力
安
全
管
理
事
務
所

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
６

③
財
団
法
人
原
子
力
安
全
技
術

セ
ン
タ
ー
防
災
技
術
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７
５
（
71
）
１
１
８
５

④
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全

基
盤
機
構　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
検
査
本
部

℡
０
１
７
５
（
71
）
０
８
８
１

　

商
工
会
は
、
昨
年
好
評
に
よ

り
完
売
し
た
「
ふ
る
さ
と
商
品

券
」
を
今
年
も
販
売
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
の「
ふ
る
さ
と
商
品
券
」

も
昨
年
と
同
じ
で
、
１
セ
ッ
ト

１
万
円
で
１
万
２
千
円
（
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
）
の
商
品

券
が
購
入
で
き
ま
す
。

　

商
品
券
を
使
用
で
き
る
お
店

は
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
村
内
の
約
１
０
０
店
舗
。
店

舗
一
覧
表
は
新
聞
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
裏
面
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
店
舗
に
は
ポ
ス
タ

ー
な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
販
売
数
は
３
，
０
０
０

セ
ッ
ト
と
限
り
が
あ
り
、
完
売

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

購
入
で
き
る
人
は
、
①
六
ヶ

所
村
に
住
ん
で
い
る
人
（
年
齢

制
限
な
し
）
②
本
人
が
直
接
購

入
―
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す

人
で
、
一
人
２
セ
ッ
ト
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
。

■
販
売
日
時
・
場
所

○
８
月
７
日
土
・
８
日
日

午
前
８
時
～
正
午

①
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場　

②
村
商
工
会

③
平
沼
集
会
所

④
千
歳
平
公
民
館

○
８
月
９
日
月
以
降

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・

日
は
除
く
）

①
村
商
工
会

　

た
だ
し
、
９
日
月
・
10
日
火

の
２
日
間
は
午
後
８
時
ま
で
の

販
売
で
す
。

問
六
ヶ
所
村
商
工
会

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
５
１
３

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す

る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。
入
院
時
の
高
額
医
療

費
の
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す　

（
70
歳
未
満
の
場
合
）。

　

さ
ら
に
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
厳
し
い
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

困
難
な
と
き
は
、
分
割
納
付
な

ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
督
促

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が

行
わ
れ
、
延
滞
金
な
ど
を
徴
収

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◀
そ
れ
で
も
滞
納
が
続
く
と

②
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

督
促
後
も
滞
納
が
続
い
て
い

る
と
、
通
常
の
保
険
証
の
代
わ

り
に
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

【
短
期
被
保
険
者
証
と
は
？
】

　

通
常
の
保
険
証
よ
り
も
、
有

効
期
限
が
短
い
保
険
証
で
給
付

は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
更
新
の

手
続
き
を
頻
繁
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◀
納
期
限
か
ら
１
年
が
過
ぎ
る

と③
資
格
証
明
書
の
交
付

　

滞
納
が
１
年
間
続
い
た
場
合

は
、保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

保
険
証
の
代
わ
り
に
「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
資
格
証
明
書
と
は
？
】

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

太
平
洋
沿
岸
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
に
ご
協
力

を「
一
日
原
子
力
安
全
in

六
ヶ
所
」
を
開
催

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

ま
す

石
いしだ

田　恭
きょうすけ

介（智弘）尾駮レイクタウン
石

いしだ

田　亮
りょうすけ

介（智弘）尾駮レイクタウン
目

めだい

代　結
ゆうあ

彩（正光）泊
野

のだ

田　琉
りゅうた

太（直樹）尾駮レイクタウン
大

おおつ

津　蔵
くらま

将（学）　　千歳平
青

あおやぎ

柳　怜
れな

奈（翔）　　尾駮
石

いしおか

岡　咲
さき

生（君則）平沼
村

むらもと

元　佑
ゆ

有
り

（悟）　　尾駮浜
河

かわらぎ

原木隆
たかひろ

広（敬之）尾駮レイクタウン

六ヶ所村の人口
（6 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,955 ―12
女 5,289 － 4
計 11,224 － 16
世帯数 4,462 ―12

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

6 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
２
０
）

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
六

ヶ
所
村
教
育
委
員
会
の
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
試
験
種
目　

１
～
８
級
は
か

け
算
・
わ
り
算
・
み
と
り
算
。９
・

10
級
は
か
け
算
・
み
と
り
算

■
受
験
料

１
級　

２
，
０
４
０
円

２
級　

１
，
５
３
０
円

３
級　

１
，
３
３
０
円

４
・
５
・
６
級　

各
９
２
０
円　

７
・
８
・
９
・
10
級　

各
７
１
０
円

■
申
込
場
所

六
ヶ
所
村
商
工
会　

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

る
と
き
の
医
療
費
は
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

後
日
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険

給
付
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◀
納
期
限
か
ら
１
年
６
ヵ
月
が

過
ぎ
る
と

④
給
付
の
差
し
止
め

　

国
保
の
給
付
の
全
部
、
ま
た

は
一
部
の
支
払
い
が
一
時
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
世
帯
の
高
校
生

世
代
以
下
に
つ
い
て
は
、
６
カ

月
以
上
有
効
な
短
期
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
に
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
保
被
保
険

者
が
い
る
世
帯
は
、
介
護
保
険

の
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
健
康
課　

国
保
係

℡
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
２
・
１
４
３

　

村
教
育
委
員
会
は
女
性
体
育

指
導
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

村
在
住
の
女
性

２
人

■
募
集
期
限　

８
月
31
日
火

■
委
嘱
期
間　

10
月
１
日
～
平

成
23
年
３
月
31
日

■
申
込
方
法　

応
募
用
紙
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
記
入
の
上

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
先　

社
会
教
育
課　

及
川

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
ふ

る
さ
と
商
品
券
」
発
売

＊７月号の「戸籍の窓」（5 月届け出
分）に誤りがありました。訂正しお
詫び申し上げます。（太字が訂正部分
です）

●ご結婚おめでとう
佐藤　雅哉（庄内）　
滝上　侑香（田子町）
　
三浦　晃裕（千歳）
江刺家　明美（東北町）

小泉　和（千歳平）
豊浦　麻未（香川県）

●お悔やみ申し上げます
附田　きぬ　90 才（笹崎）
松尾　スゲ　98 才（笹崎）

平
成
22
年
度
全
国
商
工

会
連
合
会
珠
算
検
定（
１

～
10
級
）
の
お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

航空学生
男
女

高卒
（見込含）
21歳未満

８月１日日
　　～
９月10日金

９月 23日木（祝）
北里大学
（十和田市）

一般曹
候補生

男
女

18歳以上
27歳未満

９月 18日土
北里大学

（十和田市）

自衛官候補生
（任期制）

女 ９月 29日水
陸自
八戸駐屯地

男 ９月 27日月～ 28日火 空自三沢基地

平成 22 年度自衛官募集のご案内

詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　
　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース隣）
　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所			 
　☎・Fax 0176（53）1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

回 申込受付開始日 応募締切日 試験日（第３日曜日）

第 158回 22年 7月 15日木 22年 8月 13日金 22年 9月 19日日

第 159回 22年 9月 22日水 22年 10月 22日金 22年 11月 21日日

第 160回 22年 12月 16日木 23年 1月 21日金 23年 2月 20日日

●珠算検定日程

高橋　政世（尾駮）
前田亜希子（倉内）

中村　花枝　85 才（尾駮浜）
松橋オリサ　94 才（千歳平）
木村　イヨ　96 才（倉内）
中村ハツヱ　73 才（中志）
林下喜三郎　85 才（泊）
金沢　富治　82 才（泊）
浦田　勇士　30 才（老部川）
橋本　ヨコ　94 才（平沼）

女
性
体
育
指
導
委
員
を

募
集
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

Hot
Corner

round 23

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日 村民体育大会　　9：00 ～　大石総合運動公園 / 雨天時総合体育館 )

2 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

3 火
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保 健 相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相談センター

4 水 栄養教室 9：30 ～ 12：00 保 健 相談センター

5 木
1 歳児健診 受付  ９:30 ～ 12:00 保 健 相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相談センター

6 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相談センター

7 土

8 日

9 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

24 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保 健 相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相談センター

25 水 マタニティ教室 10：00 ～ 12：00 保 健 相談センター

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保 健 相談センター

27 金

28 土 映画上映会（ディアドクター、イノチノ山河）13：00 ～ ス ワ ニ ー

29 日 岡田奏ピアノリサイタル 14：30 開演 ス ワ ニ ー

30 月
５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保 健 相談センター

スワニー、郷土館、図書館休館日

31 火 ポリオ集団予防接種 受付 12:45 ～ 13:15 保 健 相談センター

 村のスケジュール8 月

甲子園県予選を取材。初戦前、ノック練習をしていた部員たちは、声もよく出ていて、笑顔で視線を交わすなど、チーム内の仲の良さ
が見ていて伝わってきました○初戦を突破し２回戦。結果はサヨナラ負けとなりましたが、強豪相手に果敢に挑んだ戦いぶりは勝ち負
けで計れないほどの感動を与えてくれました。心から拍手です○早かった今年の梅雨明け。猛暑での熱中症、そして水難事故のニュー
スが毎日のように飛び込んできます○水のレジャーに出かけるときは備えをしっかりと。命を守るための最低限のマナーです（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

人生の苦悩、後悔、絶望から救う「神様の言霊」
−。不幸を作り出している欠点に気づき、そ
れを直す方法を、拝殿の中で起こるさまざま
な出来事を元に考えた 30 編の「魂の詩」で
紹介する。

幸せの詩が聞こえる

木村　藤子著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

お菓子で朝食、味噌汁回し飲み、夫と妻の昼
飯格差、赤ちゃんの一人食べ、家庭のネット
カフェ化…。今どきの家族像を食卓ナマ写真
が映し出す。10 年以上に及ぶ徹底的な食卓調
査の集大成。

家族の勝手でしょ！
写真 274 枚で見る食卓の
喜劇
岩村　暢子 著

巨人・水木しげると連れ添って半世紀。赤貧
の時代、人気マンガ家の時代、妖怪研究者の
時代、そして幸福とは何かを語る現在…。常
に誰よりも身近に寄り添っていた妻が明か
す、生きる伝説「水木サン」の真実。

ゲゲゲの女房

武良　布枝著

金持ちの税金を貧しい人々に再分配するのは
公正か。前の世代が犯した過ちについてわた
したちに償いの義務はあるか−。現代の道徳
的ジレンマを、古今の思想を例に鮮やかに問
い直す。ハーバード大学の人気講義をもとに
書籍化。

これからの正義の話
をしよう
　
マイケル・サンデル著

　

磯
村
Ｆ
Ｃ
（
沼
辺
俊
克
監

督
、
部
員
17
人
）
が
勢
い
に

乗
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
２
月
に
開
か
れ
た

フ
ッ
ト
サ
ル
南
部
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
第
一
代
表
と
し
て

挑
ん
だ
『
第
３
回
青
森
県
社

会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
』

で
優
勝
。
県
内
の
強
豪
が
名

を
連
ね
る
大
会
で
、
設
立
２

年
目
に
し
て
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。
こ
の
活
躍
は
県
内
の

サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
『
Ａ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
』
に

も
掲
載
さ
れ
、
最
近
は
村
内

外
か
ら
同
Ｆ
Ｃ
へ
の
入
部
希

望
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

沼
辺
監
督
は
そ
の
反
応
に

喜
び
つ
つ
も
「
こ
れ
か
ら
は

追
わ
れ
る
立
場
。
し
か
も
注

目
を
浴
び
る
。
入
部
希
望
は

う
れ
し
い
け
ど
、
ま
ず
は
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
実
力
を
つ
け

る
こ
と
が
先
決
。
県
外
で
の

大
会
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し

経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
」

と
次
の
目
標
に
目
を
向
け
る
。

　

同
Ｆ
Ｃ
の
設
立
は

２
０
０
８
年
。
設
立
後
の
初

試
合
『an FU

TSA
L

CH
AM

PIONS CUP TOHOKU 

八
戸
予
選
』
を
勝
ち
抜
き
、

決
勝
大
会
（
仙
台
市
）
に
進

出
し
た
。
惜
し
く
も
敗
退
し

た
も
の
の
、メ
ン
バ
ー
が
「
県

外
で
も
通
用
す
る
」
と
手
応

え
を
強
く
感
じ
た
印
象
深
い

試
合
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
県
代
表
と
し
て

挑
ん
だ
『
東
北
フ
ッ
ト
サ
ル

ク
リ
エ
イ
ト
カ
ッ
プ
決
勝
大

会
'09
・
８
・
13
』
や
『2010 

FU
TSAL Aom

ori OPEN
（
３

位
）
'10
・
１
・
10
』
な
ど
数
々

の
大
会
に
出
場
、
着
実
に
経

験
を
重
ね
て
い
く
。
そ
の
活

躍
は
次
第
に
他
の
チ
ー
ム
も

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ラ
イ

バ
ル
視
さ
れ
る
ほ
ど
の
チ
ー

ム
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

23
歳
か
ら
36
歳
の
メ
ン

バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
尾
駮
小

学
校
―
第
一
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
出
身
。
沼
辺
監
督
が

大
学
生
時
代
、
尾
駮
小
、
一

中
の
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
し

て
い
た
教
え
子
が
チ
ー
ム
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
一
中

が
東
北
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
と
き
の
主
力
メ
ン

バ
ー
、
木
村
優
さ
ん
、
沼
辺

俊
英
さ
ん
も
所
属
し
て
い
る
。

　

幅
広
い
年
齢
層
な
が
ら
、
上

下
関
係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
な

い
。
個
々
の
勝
ち
た
い
気
持
ち

よ
り
も
チ
ー
ム
内
の
絆
を
優
先

す
る
。
メ
ン
バ
ー
の
鈴
木
洋
介

さ
ん
は
「
み
ん
な
気
心
が
知
れ

た
仲
間
。
昔
の
よ
う
に
み
ん
な

で
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
、
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
が

う
れ
し
い
」と
に
っ
こ
り
笑
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
よ
り
少
人
数
、コ
ー

ト
の
広
さ
も
¼
と
狭
い
フ
ッ
ト

サ
ル
は
試
合
の
展
開
が
早
く
、

プ
レ
ー
の
素
早
い
切
り
替
え
と

ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
。

　

練
習
で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
も
遠
慮
な
く
意
見
を
い
え

る
雰
囲
気
づ
く
り
を
大
切
に

す
る
磯
村
Ｆ
Ｃ
は
試
合
で
も

息
ぴ
っ
た
り
。
あ
う
ん
の
呼
吸

で
素
早
く
パ
ス
を
回
し
、
ゴ
ー

ル
を
果
敢
に
狙
っ
て
い
く
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
し
て
村

の
サ
ッ
カ
ー
界
を
盛
り
上
げ

た
い
―
。
磯
村
Ｆ
Ｃ
の
設
立

目
標
の
一
つ
だ
。
沼
辺
監
督

は「
目
標
は
も
う
一
度
県
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
」
と

力
を
込
め
る
。
自
分
た
ち
の

頑
張
り
が
村
の
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
に
も
波
及
し
て
ほ

し
い
、
と
も
願
っ
て
い
る
。

　

自
分
た
ち
が
子
ど
も
だ
っ

た
こ
ろ
の
「
元
気
な
尾
駮
の

サ
ッ
カ
ー
」
を
も
う
一
度
。

思
い
を
胸
に
、
仲
間
と
共
に

ボ
ー
ル
を
追
い
続
け
る
。

（上段左から）佐々木俊也、鈴木洋介、橋本国商、木村優、小田真吾、沼辺俊英
（下段左から）一戸佑太郎、橋本優輔、沼辺俊克、村木昭宏、橋本裕、米内山亮

自
分
た
ち
の
活
躍
で
、
村
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
た
い

磯
村
Ｆ
Ｃ

強
く
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
の
尾
駮
の
サ
ッ
カ
ー
、

フ
ッ
ト
サ
ル
通
し
て
ま
た
盛
り
上
げ
た
い
。

設
立
２
年
目
の
磯
村
Ｆ
Ｃ
が
、

県
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

磯村ＦＣの練習風景。沼辺監督の指導を受
けるメンバーたち

（尾駮北レイクタウンのフットサルコートで）

沼辺監督

県社会人フットサル選手権で優勝を決めた磯村ＦＣ（２月 28 日撮影）



国道 338 号線を東通方面へ北上すると、風光明媚な海岸が眼下に広がる。
波の浸食による岩場の荒々しさを、
空と海のやさしい青さがやわらげている。
遥か遠くの水平線に目をやりながら、
涼しげな波と風の響きを、ゆったりと楽しんでみる。

伝えたい、六ヶ所の風景。
海の響き

1_ 国道 338 号線泊～白糠間から見える物見崎。物見崎をさらに北に

向かうと、広大な砂浜が続く　2_ 新緑の老部川の流れ。同じ水の景

色でも、海とはまた違う趣がある　3_ 朝日を浴びて輝く高瀬川。時

間帯によって全く違う顔を見せる（写真提供：鈴木洋光企画調整課長）
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